
（別紙） 申請年をｎとすると

・過去１年間…ｎ-1年7月1日からｎ年6月30日

企業名 担当者 TEL FAX e-mail ・過去３年間…ｎ-3年7月1日からｎ年6月30日

・過去５年間…ｎ-5年7月1日からｎ年6月30日

基準日：申請年７月１日

申請欄 審査者採点欄

※該当箇所に〇 ※申請者は記入しない

法定外の特別有給制度を２つ以上設けているか

休暇名①

休暇名②

※１：年次有給休暇利用のもの、前項の年間休日数に含めているものは除く

※２：就業規則等に「有給である」と明記されていることが必要

完全週休２日制（土・日・祝）を設けているか

2

13.5 時間/月（小数第２位を切捨てて第１位まで記入） 算出期間：

2

社員に対し、年２回以上賞与を支給することとしているか

7 月 12 月 月

法定外の福利厚生制度を３つ以上設けているか

制度名①

制度名②

制度名③

　□別紙計算シート

※社員（建設業従事者）…建設業の部署に在籍する事務職及び技術職を指す（役員及び外国人実習生を含めない）

達成度３
※土曜・日曜・祝日のすべてが休日であることが必要

過去１年間の社員（建設業従事者）１人当たりの１カ月の平均所定外労働時間が１０時
間以下であるか

〇

　　　　　　　　　　　　　　ぎふ建設人材育成リーディング企業【建設関連業者】　認定指標取組内容

〇

誕生日休暇

慶弔休暇

※直近の一年分とする
〇

　令和７年７月～令和８年６月　※直近の一年分とする

評価区分 評価項目 達成度 取組内容

岐阜　太朗＊＊コンサルタント(株)

Ⅰ-２　所定外労働時間　小計（自己採点に使用してください）

達成度２
過去１年間の社員（建設業従事者）１人当たりの１カ月の平均所定外労働時間が１５時
間以下であるか

〇

〇

〇

***-***-**** ***-***-**** e-mai@email.com

確認書類（チェックリスト）

※確認書類のどの部分が根拠となるのかチェックを入れ記載すること

いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　■賃金規定（　４　ページ　第　21　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　□社内通知

賞与支給月

慶弔見舞金支給規定

インフルエンザ予防接種代金支給制度

休暇名①　いずれかにチェック
（注：各確認書類については、何年何月何日現在のものであ
　るか明記されているもの（以下同様））
　■就業規則（　７　ページ　第　14   条 第　３　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　□社内通知
休暇名②　いずれかにチェック
　■就業規則（　７　ページ　第　14   条 第　２　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　□社内通知

　■別紙計算シート

４週８休制又は年間休日数１０４日以上を設けているか

制度名①　いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　■社内規定（　３　ページ）
　□社内通知

制度名②　いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　■社内通知
制度名③　いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　■社内規定（　３　ページ）
　□社内通知

※３：結婚出産、葬式等は「慶弔休暇」として一括りとする

※４：子の看護休暇、介護休暇といった法定休暇は有給のみ対象

　■年間休日カレンダーの写し（休日：＊＊＊日）

　■別紙計算シート

Ⅰ
　
労
働
環
境
の
整
備
・
処
遇
の
改
善

レクリエーション費用支給規定

３　給与・福利厚生の
充実

達成度１又は２

１　休日・休暇

Ⅰ-１　休日・休暇　小計（自己採点に使用してください）

２　所定外労働時間

達成度１又は２

所定外労働時間：

達成度３

過去１年間の社員（建設業従事者）１人当たりの１カ月の平均所定外労働時間が２０時
間以下であるか

達成度１

※１：就業規則等に、年２回支給することと、支給月が明記されていることが必要
※２：社員…役員及び外国人実習生を除いた事務職及び技術職のこと

申請した項目について、確認書類のど

の部分が根拠となっているのか記載す

る。

評価項目ごとの小計欄に自己採点によ

る得点を入れてください。

達成している項目について全て〇をつけ

てください。

（例の場合）

所定外労働時間の平均：13.5時間

→達成度1及び達成度2を満たしている。

※：達成度２については、達成度１を、達成度３については達成度１及び２を達成していなければ加点されません。



前項記載のものに加えて４つ以上の福利厚生制度を設けているか

制度名

3

7

〇合同企業説明会

行事名 実施日

〇高校等の就職説明会

行事名 実施日

〇その他のPR活動

内容・実施日について記載

5 人

60 人

8.3 ％

※１：小数第２位を切り捨てて第１位まで記入する

※２：技術者…現場の管理を行う者　　技能者…現場で作業員として従事する者

※３：役員及び外国人実習生を含めない

過去３年間において女性の技術者・技能者を採用した 〇

（ア）÷（イ）×１００＝
〇

〇

Ⅱ
　
将
来
の
建
設
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成

※４：申請時点で採用した者が既に退職していたとしても、採用した事実があれば人数に
含めてよい

１　若者・女性の雇用

（ア）３年間の２９歳以下採用数

達成度３

（イ）現在会社に在籍している全ての技術者・技能者数

過去３年間において２９歳以下の技術者・技能者を一定数（会社に在籍している全ての
技術者・技能者数の５％以上）を採用した

達成度２

（注：下記①②いずれも）
　① ■採用年月日、性別、生年月日が記載された社員名簿
　（※役員、技術者・技能者が誰か分かるようにすること）
　② ■採用者の保険証の写又は雇用通知書の写（採用年月
　　日、性別、生年月日が分かるもの）

オール岐阜・企業フェス 　＊月＊日

達成度３

〇合同企業説明会（注：下記①②いずれも）
　① ■日時、内容が明記されたもの（依頼文、案内文等）
　② ■実施したことが分かるもの（報告書、写真等）

〇高校等の就職説明会（注：下記①②いずれも）
　① □日時、内容が明記されたもの（依頼文、案内文等）
　② □実施したことが分かるもの（報告書、写真等）

〇その他のPR活動（注：下記①②いずれも）
　① □日時、内容が明記されたもの（依頼文、案内文等）
　② □実施したことが分かるもの（報告書、写真等）

※５：ぎふ建設人材育成・確保連携協議会主催の「建設関連企業と学生の交流サロン」
は、高校等の就職説明会として認める

※１：企画したものの参加者がいなかった場合は、認められない

いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　■社内規定（　４　ページ）
　□社内通知

〇

※３：オンラインによる就職説明会は、リアルタイムで生徒との交流が図ることが可能なも
ののみ認める

制度名①　いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　■社内規定（　３　ページ）
　□社内通知

制度名②　いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　■社内通知
制度名③　いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　■社内規定（　３　ページ）
　□社内通知

※１：建設業会計上で福利厚生費として計上するものが対象
※２：就業規則等に明記されていることが必要
・対象例…慶弔見舞金、レクリエーション費用、被服貸与、法定外の診断項目について
実施する健康診断、インフルエンザ予防接種費助成等
・対象外例…健康保険料、厚生年金保険料、労働保険等の法定福利として計上するも
の、通勤手当、退職金

Ⅰ
　
労
働
環
境
の
整
備
・
処
遇
の
改
善

※４：「オール企業フェス」及び「働いてもらい方改革企業展」は合同企業説明会として認
める

３　給与・福利厚生の
充実

達成度１又は２

過去３年間において、若者や女性等に自社をPRし、入職希望者の増加を図るために、
就職説明会等を行っているか（以下のいずれか１つ以上を実施しているか）

被服貸与規定

達成度１

評価区分　Ⅰ　労働環境の整備・処遇改善　合計（Ⅰ-１、Ⅰ-２、Ⅰ-３合計）（自己採点に使用してください）

Ⅰ-３　給与・福利厚生制度の充実　小計（自己採点に使用してください）

※２：求職者に対して直接就職活動を行うことが必要（サイトへの会社情報掲載、単なる
チラシ配布等は対象外）

評価区分ごとの合計点欄に自己採点によ

る得点の合計を入れてください。

※：達成度２については、達成度１を、達成度３については達成度１及び２を達成していなければ加点されません。



3

25 人

60 人

41.6 ％

※１：小数第２位を切り捨てて第１位まで記入する

資格試験の受験費用や資格取得のための講座受験費用等を助成する仕組みがある

資格取得状況に応じ、給与等の処遇に反映させることとしている

※２：受験費用等の経費のみを支給する手当等は除く

3

6

研修名 実施日

※１：「Ⅱ-２ 社員のスキルアップに対する支援」で申請された研修との重複を認める

導入したICT機器、BIM/CIM及びシステムやソフト等

活用したICT機器、BIM/CIM及びシステムやソフト等

Ⅲ
　
魅
力
あ
る
建
設
現
場
等
の
環
境
づ
く
り

Ⅲ
　
魅
力
あ
る
建
設
現
場
等
の
環
境
づ
く
り

達成度３ 〇

（注：下記①②いずれも）
　①■ICT機器、BIM/CIM、業務効率化に関するシステムやソ
　フトの導入を確認できる納品書等の書類
　②■社内研修実施日、研修内容を確認できる書類

社内研修実施日 令和7年10月12日

※業務効率化に関するシステムやソフトの例：テレビ会議システム（発注者も参加でき

〇

Ⅱ
　
将
来
の
建
設
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成

Ⅱ
　
将
来
の
建
設
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成

過去３年間において、自社でICT機器、BIM/CIM及び業務効率化に関するシステムやソ
フト等を導入し、活用に向け社内研修を実施している。

＊＊＊システム

る端末があるもの）、各種補償算定システム、３次元地盤モデル作成ソフト等

（注：下記①②いずれも）
　① □研修等の名称及び社員の受講を確認できるもの（受講
　　証明書、受講者名簿等）（注：研修先作成のもの）
　② □役職名が記載された社員名簿

達成度２

過去３年間において、ICT、BIM/CIM、業務効率化に関する知識の習得のため、セミ
ナー、研修等に参加した。

１　若者・女性の雇用

※２：社員（建設業従事者）…建設業の部署に在籍する事務職及び技術職を指す（役
員及び外国人実習生を含めない）

２　社員のスキルアッ
プに対する支援

過去１年間において、社員（建設業従事者）の３割以上を、業務に必要な研修等に参加
させた（業務として派遣したものに限る）

（ア）研修等受講者数（実人数）

Ⅱ-１　若者・女性の雇用　小計（自己採点に使用してください）

Ⅱ-２　社員のスキルアップに対する支援　小計（自己採点に使用してください）

達成度１又は２

〇
（ア）÷（イ）×１００＝

※就業規則等に明記されていることが必要

※３：１人の社員が複数の研修に参加している場合でも、（ア）の研修等受講者数は１人と数え
る。

（注：下記①②いずれも）
　① ■研修等の名称及び社員の受講を確認できるもの（受講
　　証明書、受講者名簿等）（注：研修先作成のもの）
　② ■役職名が記載された社員名簿

〇

いずれかにチェック
　■就業規則（　12　ページ　第　31  条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　□社内通知

１　生産性の向上に対
する取組み

（注：下記①②③いずれも）
　① □成果物納品に係る業務委託等に係る契約書の写し（申
　　請企業と発注者が契約していることを確認できる部分）
　② □成果物を確認できる工事の仕様書
　③ □実際に納品した成果物

過去３年間において、ICT機器、BIM/CIM及び業務効率化に関するシステムやソフト等を
活用して得られた成果を納品している

納品物

いずれかにチェック
　■就業規則（　12　ページ　第　33  条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　□社内通知

達成度１

※２：役員が研修に参加した場合も認める

※１：就業規則等に明記されていることが必要

（イ）現在会社に在籍している社員数（建設業従事者数）

評価区分　Ⅱ　将来の建設産業を担う人材の確保・育成　合計（Ⅱ-１、Ⅱ-２合計）（自己採点に使用してください）

納品日

達成度３

【参考】　ICT機器等の例
ドローン、３次元LS、TS、MMS、ステレオ写真測量、間隙水圧測定を伴う動的貫入試験等

下位の達成度が未達成の場合は加点されません。

この場合、達成度1の項目を達成することが必要で

す。

※：達成度２については、達成度１を、達成度３については達成度１及び２を達成していなければ加点されません。



0

〇

〇

〇

制度名 制度名

制度名 制度名

3

達成度１…以下のいずれか１つ実施 〇

達成度２…以下のいずれか２つ以上実施 〇

〇出前授業

実施日 場所 ＊＊高校　体育館

対象者

〇中学生の職場体験

実施期間 場所 本社社内

〇高校生等のインターンシップ

実施日 場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象者

〇オリジナルな取り組み内容

2

5

本書に記載した事項は、事実と相違ないことを証明します。 令和　８年　７月　１日
企業名 ＊＊コンサルタント(株)
代表者名 岐阜　太朗 印

過去１年間において、その他、建設業の魅力発信について、他の模範となるようなオリジ
ナルな取り組み、情報発信等を実施している。

令和7年10月12日

※「実施日」「受け入れ対象者」「実施内容」の３点が確認で
きることが必要

〇出前授業（注：下記①②いずれも）
　① ■日時、内容が明記されたもの（依頼文、案内文等）
　② ■実施したことが分かるもの（報告書、写真等）

〇中学生の職場体験（注：下記①②いずれも）
　① ■日時、内容が明記されたもの（依頼文、案内文等）
　② ■実施したことが分かるもの（報告書、写真等）

〇高校生等のインターンシップ（注：下記①②いずれも）
　① □日時、内容が明記されたもの（依頼文、案内文等）
　② □実施したことが分かるもの（報告書、写真等）

□オリジナルの取り組み内容が分かる資料

Ⅲ-３　建設業の魅力発信　小計（自己採点に使用してください）

評価区分　Ⅲ　魅力ある建設現場等の環境づくり　合計（Ⅲ-１、Ⅲ-２、Ⅲ-３合計）（自己採点に使用してください）

・学生を対象にした建設業の仕事紹介及び会社見学会を行った

過去1年間に、これからの建設業を担う若者等に、建設業の魅力を伝えるため、現場見
学会やインターンシップ等を行った実績があるか。

・代表取締役が大学で講師として地元建設業の魅力について講演を行った

達成度１又は２

達成度３

【オリジナルな取組例】

３　建設産業の魅力発
信

達成度２

点 総合計（評価区分Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの合計）

18 点5 点 総合計（評価区分Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの合計）

点点 評価区分Ⅲ（小計）

評価区分Ⅰ（小計） 7 点 評価区分Ⅱ（小計） 6 点 評価区分Ⅲ（小計）

採点者採点欄 評価区分Ⅰ（小計） 点 評価区分Ⅱ（小計）

Ⅲ
　
魅
力
あ
る
建
設
現
場
等
の
環
境
づ
く
り

自己採点欄

（例）：地域限定勤務社員、時差出勤、朝方勤務、時短勤務、フレックスタイム、在宅勤務、サテライトオフィ
ス、テレワーク、子連れ出社制度等

時短勤務やフレックス勤務等の多様な働き方制度を２つ設けている

時短勤務やフレックス勤務等の多様な働き方制度を３つ以上設けている

Ⅲ-１　生産性の向上に対する取組み　小計（自己採点に使用してください））

２　多様な働き方制度

時短勤務やフレックス勤務等の多様な働き方制度を１つ設けている

１　生産性の向上に対
する取組み

時差出勤制度 朝方勤務制度

時短勤務制度

＊＊高校＊＊科２年生

令和8年5月12日

達成度１

達成度１

達成度２

達成度３

Ⅲ-２　　多様な働き方制度　小計（自己採点に使用してください）

いずれかにチェック
　□就業規則（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□賃金規定（　　　ページ　第　　　条 第　　　項）
　□社内規定（　　　ページ）
　□社内通知

印

※：達成度２については、達成度１を、達成度３については達成度１及び２を達成していなければ加点されません。


